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アカウン ト 設定
メールの送受信、 アルフ ァ メール ２ へのログイン時に使用するパスワード を変更します。 また、 メー
ルボッ クスを初期化する こ と もできます。

アカウン ト 設定画面を表示する
パスワードの変更やメールボッ クス初期化の画面は、 以下の方法で表示します。

1 利用者メニューを表示し、「アカウン ト 設定」
をク リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン

する」（P.22）

2 アカウン ト 設定画面が表示されます。
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パスワー ド を変更する

1 アカウン ト 設定画面を表示し、 「パスワード
の変更」 ボタンをク リ ッ ク します。

※アカウント設定画面の表示方法→「アカウント設定画面を

表示する」（P.142）

パスワー ドの変更画面が表示されます。

2 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

※入力制限について→「アカウント設定」（P.218）

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

アカウン ト 設定画面が表示されます。

新し いパスワー
ド

新 し いパス ワー ド を 入力 し ま
す。

パスワー ド の再
入力

再度、 新し いパスワー ド を入力
し ます。

 ログインのパスワード も変更にな り ます

パスワー ド を変更する と、 アルフ ァ メ ール ２ へのロ
グイ ン時に使用するパスワー ド も変更にな り ます。
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パスワー ド 再設定用のメ ールア ド レスを設定する

1 アカウン ト 設定画面を表示し、 「パスワード
再設定用メールア ド レス」ボタンをク リ ッ ク
します。

※アカウント設定画面の表示方法→「アカウント設定画面を
表示する」（P.142）

パスワー ド 再設定用 メ ールア ド レ ス画面が表示 さ れ
ます。

2 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

アカウン ト 設定画面が表示されます。

2 段階認証の設定を確認する

1 アカウン ト 設定画面を表示し、 「2 段階認証
の管理」 ボタンをク リ ッ ク します。

※アカウント設定画面の表示方法→「アカウント設定画面を

表示する」（P.142）

2 段階認証の管理画面が表示されます。

新し い メ ールア
ド レス

パスワー ド 再設定用のメ ールを
受信する メ ールア ド レスを入力
し ます。

メ ールア ド レス
の再入力

再度、 メ ールア ド レスを入力し
ます。
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2 2 段階認証の有効／無効を確認します。

※2 段階認証でのログイン方法→「2 段階認証でログインす

る」（P.25）

メ ールボ ッ クスを初期化する
利用者本人のメールボッ クスを初期化し、 保存されている メールを削除し ます。 メールデ ィ スクの容量が不
足してメールが受信できない場合などに使用します。

1 アカウン ト 設定画面を表示し、 「メールボッ
クスの初期化」 ボタンをク リ ッ ク します。

※アカウント設定画面の表示方法→「アカウント設定画面を

表示する」（P.142）

メ ールボ ッ クスの初期化画面が表示されます。

2 初期化してよければ、 「メールボッ クスの初
期化」 ボタンをク リ ッ ク します。

メ ールボ ッ クスの初期化画面が表示されます。

3 初期化してよければ、「確認」ボタンをク リ ッ
ク します。

4 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

アカウン ト 画面が表示されます。

部署 ・ 氏名 登録名が表示されます。

メールア ド レス メ ールア ド レ スが表示 さ れま
す。

ご利用容量 メ ールボ ッ ク スの利用容量が表
示されます。

メール通数 メ ールボ ッ ク スに保存されてい
る メ ールの通数が表示 さ れま
す。
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転送設定
届いたメールを別のメールア ド レスあてに転送します。

転送設定画面を表示する
メールを転送する メールア ド レスや、 転送する条件を設定する画面は、 以下の方法で表示します。

1 利用者メニューを表示し、 「転送設定」 をク
リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン

する」（P.22）

2 転送設定画面が表示されます。
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メ ールの転送先を設定する

1 転送設定画面を表示します。

※転送設定画面の表示方法→「転送設定画面を表示する」
（P.146）

2 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

保存設定 転送後に アル フ ァ メ ール ２ の
サーバに メ ールのコ ピーを残す
かど うかを選択し ます。

転送先からのエ
ラー配信を…に
する。

転送先からのエ ラー配信をアル
フ ァ メ ール ２ の メ ールア ド レス
で受け取る場合に選択し ます。

有効／無効 転送設定を有効にするかど う か
を選択し ます。

転送先ア ド レス 転送先のメ ールア ド レスを入力
し ます。

条件設定 転送の条件を設定できます。

※転送条件の設定方法→「メールの

転送条件を設定する」（P.148）

 

HTML 形式の メ ールを転送し た場合、 正常に表示さ
れないこ とがあり ます。

 

転送のループ を防止するため、 postmaster ・ mailer-
daemon ・ mailerdaemon からのメ ールは転送されませ
ん。
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3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

転送設定画面が表示されます。

メ ールの転送条件を設定する

1 転送設定画面を表示し、転送先ア ド レスを入
力します。

※転送先の設定方法→「メールの転送先を設定する」（P.147）

 転送設定を解除するには

「ク リ ア」 ボ タ ンを ク リ ッ ク し、 「保存」 ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。一時的に転送を停止する場合などは、
「無効」 を選択し 「保存」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

 

保存設定は、 転送先ア ド レスに メ ールア ド レスを入
力し ている場合に選択できます。
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2 転送の条件を設定す る メ ールア ド レ スの
アイ コンをク リ ッ ク します。

転送ア ド レ スの下に条件を設定するための項目が表
示されます。
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3 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

4 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

転送設定画面が表示されます。

条件の範囲 設定し た条件のすべてに該当す
る メ ールを転送するか、 いずれ
かの条件に該当する メ ールを転
送するかを選択し ます。

件名 条件を設定する場合は、 チ ェ ッ
ク し、 件名を入力し ます。

From 条件を設定する場合は、 チ ェ ッ
ク し、 メ ールア ド レスを入力し
ます。

※メールアドレスを追加する場合
は、「From を追加する」をクリッ

クします。

To/CC 条件を設定する場合は、 チ ェ ッ
ク し、 メ ールア ド レスを入力し
ます。

日付 条件を設定する場合は、 チ ェ ッ
ク し、 期間を入力し ます。

※特定の 1 日のみを指定する場合
は、期間の開始日と終了日を同一

の日付にします。

※過去日は入力できません。

曜日 条件を設定する場合は、 チ ェ ッ
ク し、 曜日を選択し ます。

時間帯 条件を設定する場合は、 チ ェ ッ
ク し、 開始時間と終了時間を選
択し ます。

添付フ ァ イル 添付フ ァ イルを転送するかど う
かを選択し ます。

 

条件を設定するために 「件名」 などをチ ェ ッ クする

と、 条件設定の欄に アイ コ ンが表示されます。

 

保存設定で 「コ ピーを残さ ない」 を選択し、 届いた
メ ールが転送の条件に当てはま ら ない場合、 メ ール
は転送されずにサーバに残り ます。
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自動返信
自分のメールア ド レスあてに届いたメールに対して、 自動的に返信メールを送信します。

自動的に返信する メールの内容を設定します

1 利用者メニューを表示し、 「自動返信」 をク
リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン

する」（P.22）

自動返信画面が表示されます。

2 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

自動返信を使用
する

自動返信を使用する場合、 「す
る」 を選択し ます。

送信者名 返信メ ールの From に表示する
送信者名を入力し ます。

件名 返信 メ ールの件名 を 入力 し ま
す。

※件名の入力を省略した場合、送ら

れてきたメールの件名の先頭に
「Re:」を付け加えたものが使用さ

れます。

本文 返信 メ ールの本文 を 入力 し ま
す。

返信ア ド レス 返信メ ールに返信があった と き
に、 別のメ ールア ド レスに送信
させる場合に入力し ます。
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※入力制限について→「自動返信」（P.218）

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

自動返信画面が表示されます。

条件設定 条件 （日付、 曜日、 時間帯） を
設定する場合、「する」 を選択し
ます。
･ 日付 ： 期間を設定する場合、

チ ェ ッ ク し、 期間の開始日と
終了日を選択し ます。

※特定の 1 日のみを指定する場合
は、期間の開始日と終了日を同一

の日付にします。

※過去日は入力できません。

･ 曜日 ： 条件 を 設定す る 場合
は、 チ ェ ッ ク し、 曜日を選択
し ます。

･ 時間帯 ： 条件を設定する場合
は、 チ ェ ッ ク し、 開始時間と
終了時間を選択し ます。

 自動返信の設定を解除するには

「自動返信を使用する」 で 「し ない」 を選択し、 「保
存」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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メ ールの仕分け
メールの仕分けは、 受信したメールを自動的に指定した IMAP 用のフ ォルダに振り分ける機能です。
メールの件名や、 送信元のド メ インを振り分けの条件と して指定できます。

メ ールの仕分け画面を表示する
メールの仕分けルールの追加や編集をする画面は、 以下の方法で表示します。

1 利用者メニューを表示し、「メールの仕分け」
をク リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン

する」（P.22）

2 メールの仕分け画面が表示されます。

ルールを追加する

1 メールの仕分け画面を表示し、 「新規ルール
の追加」 ボタンをク リ ッ ク します。

※メールの仕分け画面の表示方法→「メールの仕分け画面を

表示する」（P.153）

新規ルール画面が表示されます。
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2 必要事項を入力し、 「追加」 ボタンをク リ ッ
ク します。

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

入力し た内容がメ ールの仕分け画面に表示されます。

ルールを編集する

1 メールの仕分け画面を表示し、内容を変更す
るルールの アイ コンをク リ ッ ク します。

※メールの仕分け画面の表示方法→「メールの仕分け画面を

表示する」（P.153）

ルールの編集画面が表示されます。

2 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

メ ールの仕分け画面が表示されます。

条件 メ ールを仕分ける条件の項目を
選択し ます。

ルール メ ールを仕分けるルールを選択
し ます。

キーワー ド ／バ
イ ト 数

メ ール を 仕分け る ためのキー
ワー ド、 またはバイ ト 数を入力
し ます。

※「バイト数」は、フィルタオプショ

ンで「サイズ」を選択した場合に

表示されます。

動作 メ ールを仕分ける条件に合致し
た場合の動作を選択し ます。

移動先 動作で 「フ ォルダへ移動」 を選
択し た場合、 移動先のフ ォルダ
を選択し ます。

条件 メ ールを仕分ける条件の項目を
選択し ます。

ルール メ ールを仕分けるルールを選択
し ます。

キーワー ド ／バ
イ ト 数

メ ール を 仕分け る ためのキー
ワー ド、 またはバイ ト 数を入力
し ます。

※「バイト数」は、フィルタオプショ
ンで「サイズ」を選択した場合に

表示されます。

動作 メ ールを仕分ける条件に合致し
た場合の動作を選択し ます。

移動先 動作で 「フ ォルダへ移動」 を選
択し た場合、 移動先のフ ォルダ
を選択し ます。
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ルールを削除する

1 メールの仕分け画面を表示し、削除するルー
ルの アイ コンをク リ ッ ク します。

※メールの仕分け画面の表示方法→「メールの仕分け画面を

表示する」（P.153）

メ ールの仕分け画面が表示されます。

2 削除してよければ 「削除」 ボタンをク リ ッ ク
します。

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

メ ールの仕分け画面が表示されます。
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迷惑メ ール設定
迷惑メールフ ィ ルタ （共通フ ィ ルタ ・ 個別フ ィ ルタ） の利用設定を変更できます。

迷惑メ ールの処理を設定する

1 利用者メニューを表示し、「迷惑メール設定」
をク リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン
する」（P.22）

迷惑メ ール設定画面が表示されます。

2 必要事項を選択し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

 

･ 利用者は、 利用者本人の利用設定を変更できます。
･ 迷惑メ ールフ ィ ルタの利用設定は、 管理者によ って変更される場合があり ます。

ド メ イ ン 共 通
フ ィ ルタ

共通フ ィ ルタ を有効にするかど
うかを選択し ます。

ド メ イ ン 共 通
フ ィ ルタを見る

迷惑メ ール共通フ ィ ルタ画面が
表示されます。
ボタ ンは、 管理者が迷惑 メ ール
共通設定画面で共通フ ィ ルタ を
公開するよ う に設定し ている場
合に表示されます。

※迷惑メール共通フィルタ画面に

ついて→「共通フィルタの内容を

確認する」（P.157）

個別フ ィ ルタ 個別フ ィ ルタ を有効にするかど
うかを選択し ます。
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3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ール設定画面が表示されます。

共通フ ィ ルタの内容を確認する

1 迷惑メール設定画面を表示し、 「ド メ イン共
通フ ィ ルタ を見る」 ボタ ンを ク リ ッ ク し ま
す。

※迷惑メール設定画面の表示方法→「迷惑メールの処理を設

定する」（P.156）

迷惑メ ール共通フ ィ ルタ画面が表示されます。

サマ リ ーメール 迷惑 メ ール と 判定 さ れて迷惑
メ ールボ ッ ク ス に隔離 さ れた
メ ールの情報の受け取り方法を
選択し ます。
サマ リー メ ールを HTML 形式で
受信する場合、 「HTML 形式」 を
選択し ます。
サマ リー メ ールを TEXT 形式で
受信する場合、 「TEXT 形式」 を
選択し ます。
サマ リ ー メ ールを受信し ない場
合、「受け取らない」 を選択し ま
す。

迷惑メ ール保存
期間 （日）

迷惑メ ールを保存する日数を選
択し ます。

迷惑メ ールフ ィ
ルタ

迷惑メ ールフ ィ ルタ画面が表示
されます。

※迷惑メールフィルタ画面の使用

方法→「迷惑メールフィルタ」
（P.159）

迷惑メ ールの リ
カバリ

迷惑メ ールのリ カバリ画面が表
示されます。

※迷惑メールのリカバリ画面の使

用方法→「迷惑メールのリカバ
リ」（P.165）

 

･ 迷惑 メ ール と 判定 さ れた メ ールは、 迷惑 メ ール
ボ ッ ク スに隔離され、 設定し た保存期間を過ぎる
と、 自動的に削除されます。

･ 迷惑メ ールの保存期間は、 共通フ ィ ルタおよび個
別フ ィ ルタ で共通です。

 

「ド メ イ ン共通フ ィ ルタ を見る」 ボタ ンは、 管理者が
迷惑 メ ール共通設定画面で共通フ ィ ルタ を公開する
よ う に設定し ている場合に表示されます。

※迷惑メール共通設定画面について→「迷惑メール処理を
設定する」（P.48）
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2 共通フ ィ ルタの設定内容を確認し、「閉じ る」
ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ール設定画面が表示されます。

 

迷惑メ ール共通フ ィ ルタ画面では、 以下の内容を確
認できます。
･ 件名フ ィ ルタ : 迷惑メ ールと判定する件名の条件

が表示されます。
･ 送信者フ ィ ルタ : 迷惑メ ールと判定する送信者の

条件が表示されます。
･ 言語フ ィ ルタ : 迷惑メ ールと判定する言語が表示

されます。
･ 受信許可リ ス ト : 迷惑メ ールフ ィ ルタから除外す

る メ ールの条件が表示されます。
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迷惑メ ールフ ィ ルタ
迷惑メールフ ィ ルタでアカウン ト ご とに使用する個別フ ィ ルタ を設定し ます。

迷惑メ ールフ ィ ルタ とは
迷惑メールフ ィ ルタ とは、 あらかじめ迷惑メールの条件を設定し、 利用者がメールを受信する前にサーバ側
で迷惑メールかど うかを判定する機能です。

アルフ ァ メール ２ では、 管理者および利用者がそれぞれ迷惑メールフ ィ ルタ を設定できます。 管理者は、 全
アカウン ト 共通で使用できる 「共通フ ィ ルタ」 を設定できます。 利用者は、 個別のアカウン ト 用の迷惑メー
ルフ ィ ルタ と して 「個別フ ィ ルタ」 を設定できます。

また、 管理者は、 迷惑メールフ ィ ルタ （共通フ ィ ルタ ・ 個別フ ィ ルタ） の利用設定を、 アカウン ト ご とに変
更できます。 利用者は、 個別のアカウン ト の迷惑メールフ ィ ルタ （共通フ ィ ルタ ・ 個別フ ィ ルタ） の利用設
定を変更できます。

迷惑メールの条件に合致したメールは迷惑メールボッ クスに隔離され、 一定期間後、 自動的に削除されます。

迷惑メ ールフ ィ ルタ画面を表示する
個別フ ィ ルタ を設定するための画面は、 以下の方法で表示します。

1 利用者メ ニューを表示し、 「迷惑メールフ ィ
ルタ」 をク リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン
する」（P.22）

 メールフ ィ ルタ機能の処理順序について

アルフ ァ メ ール ２ では、 複数のメ ールフ ィ ルタ機能を用意し ています。 各フ ィ ルタの処理順序は、 次の通り です。
1. 管理者が設定し た共通フ ィ ルタの受信許可リ ス ト
2. 利用者が設定し た個別フ ィ ルタの受信許可リ ス ト
3. 管理者が設定し た共通フ ィ ルタ （件名フ ィ ルタ ・ 送信者フ ィ ルタ ・ 言語フ ィ ルタ）
4. 利用者が設定し た個別フ ィ ルタ （件名フ ィ ルタ ・ 送信者フ ィ ルタ ・ 言語フ ィ ルタ）
5. 利用者が設定し た振り分けルール

※受信許可リストの条件に合致したメールは、迷惑メールフィルタ（共通フィルタ・個別フィルタ）によってフィルタリングさ
れません。

※振り分けルールの設定方法→「メールの仕分け」（P.153）
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2 迷惑メールフ ィ ルタ画面が表示されます。

件名フ ィ ルタ を設定する

1 迷惑 メ ールフ ィ ル タ 画面を表示 し、 「件名
フ ィ ルタ」 をク リ ッ ク します。

※迷惑メールフィルタ画面の表示方法→「迷惑メールフィル

タ画面を表示する」（P.159）

件名フ ィ ルタ画面が表示されます。
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2 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

※入力制限について→「迷惑メールフィルタ」（P.218）

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ールフ ィ ルタ画面が表示されます。

送信者フ ィ ルタ を設定する

1 迷惑メールフ ィ ルタ画面を表示し、 「送信者
フ ィ ルタ」 をク リ ッ ク します。

※迷惑メールフィルタ画面の表示方法→「迷惑メールフィル
タ画面を表示する」（P.159）

送信者フ ィ ルタ画面が表示されます。

大文字と小文字
を区別する

英大文字と英小文字を区別する
場合に選択し ます。

件名が無い メー
ルを迷惑メール
ボッ クスに隔離
する

件名が無い メ ールを迷惑メ ール
ボ ッ ク スに隔離する場合に選択
し ます。

完全一致リ ス ト 指定し た文字列が件名と完全に
一致し た場合に迷惑メ ールと判
定する条件を入力し ます。

部分一致リ ス ト 指定し た文字列が件名に含まれ
ていた場合に迷惑メ ールと判定
する条件を入力し ます。

前方一致リ ス ト 指定し た文字列で件名が始ま っ
ている場合に迷惑メ ールと判定
する条件を入力し ます。

後方一致リ ス ト 指定し た文字列で件名が終わっ
ている場合に迷惑メ ールと判定
する条件を入力し ます。

 複数の条件を設定するには

条件は 1 行につき 1 条件です。 複数の条件を設定す
る場合は、 改行し て く だ さい。
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2 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

※入力制限について→「迷惑メールフィルタ」（P.218）

送信者のア ド レ
スが無い メール
を 迷 惑 メ ー ル
ボッ クスに隔離
する

送信者ア ド レスが無い メ ールを
迷惑メ ールボ ッ ク スに隔離する
場合に選択し ます。

送信者がお客様
ド メ イ ンのメー
リ ング リ ス ト の
場合、 メ ールを
迷惑メ ールボッ
クスに隔離する

メ ーリ ング リ ス ト からのメ ール
を迷惑メ ールボ ッ ク スに隔離す
る場合に選択し ます。

送信者と受信者
が同 じ 場合、 受
信許可 リ ス ト を
参照しない

送信者ア ド レス と受信者ア ド レ
スが同じ場合、 受信許可リ ス ト
を 参照 し な い場合に選択 し ま
す。

完全一致リ ス ト 指定し た文字列が送信者ア ド レ
ス と完全に一致し た場合に迷惑
メ ールと判定する条件を入力し
ます。

部分一致リ ス ト 指定し た文字列が送信者ア ド レ
ス に含まれて い た場合に迷惑
メ ールと判定する条件を入力し
ます。

前方一致リ ス ト 指定し た文字列で送信者ア ド レ
スが始ま っ て い る 場合に迷惑
メ ールと判定する条件を入力し
ます。

後方一致リ ス ト 指定し た文字列で送信者ア ド レ
スが終わ っ て い る 場合に迷惑
メ ールと判定する条件を入力し
ます。

 複数の条件を設定するには

条件は 1 行につき 1 条件です。 複数の条件を設定す
る場合は、 改行し て く だ さい。

 「送信者＝メーリ ング リ ス ト 」 の迷惑メー

ルを防ぐには
「送信者がお客様 ド メ イ ンの メ ー リ ング リ ス ト の場
合、 メ ールを迷惑 メ ールボ ッ ク スに隔離する」 を選
択し て く だ さい。
アルフ ァ メ ール ２ のメ ー リ ング リ ス ト では 「送信者
＝メ ールの送信者」 と なるため、 「送信者＝メ ーリ ン
グ リ ス ト 」 の メ ールは、 迷惑 メ ールと判断する こ と
ができます。

※この設定は、受信許可リストよりも優先して適用されま
す。



163

利用者機能 迷惑メ ールフ ィ ルタ

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ールフ ィ ルタ画面が表示されます。

言語フ ィ ルタ を設定する

1 迷惑 メ ールフ ィ ル タ 画面を表示 し、 「言語
フ ィ ルタ」 をク リ ッ ク します。

※迷惑メールフィルタ画面の表示方法→「迷惑メールフィル
タ画面を表示する」（P.159）

言語フ ィ ルタ画面が表示されます。

2 迷惑メールと判定する言語を選択し、「保存」
ボタンをク リ ッ ク します。

※入力制限について→「迷惑メールフィルタ」（P.218）

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ールフ ィ ルタ画面が表示されます。

受信許可リ ス ト を設定する

1 迷惑メールフ ィ ルタ画面を表示し、 「受信許
可リ ス ト 」 をク リ ッ ク します。

※迷惑メールフィルタ画面の表示方法→「迷惑メールフィル

タ画面を表示する」（P.159）

受信許可リ ス ト 画面が表示されます。

 「送信者＝受信者」 の迷惑メ ールを防ぐ

には
「送信者と受信者が同じ場合、受信許可リ ス ト を参照
し ない」 を選択し て く だ さい。
受信許可リ ス ト にお客様の ド メ イ ン名を設定し た場
合、 「送信者＝受信者」 の迷惑メ ールも受信し て し ま
います。
この項目を設定する と、 該当 メ ールに対し て受信許
可リ ス ト を無効化し、 迷惑 メ ールフ ィ ルタの条件を
適用させる こ とができます。
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2 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

※入力制限について→「迷惑メールフィルタ」（P.218）

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ールフ ィ ルタ画面が表示されます。

受信許可メール
ア ド レス （また
は ＠ ド メ イ ン
名）

迷惑メ ールフ ィ ルタから除外す
る メ ールア ド レ ス を 入力 し ま
す。

受 信 許 可 件 名
（部分一致）

迷惑メ ールフ ィ ルタから除外す
る メ ールの件名を入力し ます。

 メールア ド レスは ド メ イ ンでの設定も可

能です
ド メ イ ンのメ ールをすべて迷惑メ ールフ ィ ルタから
除外する場合は 「@ ド メ イ ン名」 を入力し ます。

※< 例 >@XXX.co.jp

 複数の条件を設定するには

条件は 1 行につき 1 条件です。 複数の条件を設定す
る場合は、 改行し て く だ さい。
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迷惑メ ールの リ カバ リ
迷惑メールボッ クスに隔離されたメールを通常のメールボッ クスに移動し、メールソ フ ト で受信でき
るよ う にします。

迷惑メ ールボ ッ クスに隔離された メ ールを確認する

1 利用者メ ニューを表示し、 「迷惑メールの リ
カバリ」 をク リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン
する」（P.22）

迷惑メ ールのリ カバリ画面が表示されます。

2 必要事項を選択し、 「実行」 ボタンをク リ ッ
ク します。

すべて受信許可
する

一覧されている メ ールをすべて
受信許可リ ス ト に追加する場合
に選択し ます。

※チェックすると、「すべてリカバ
リする」もチェックされます。

すべて リ カバ リ
する

一覧されている メ ールをすべて
通常のメ ールボ ッ ク スに移動す
る場合に選択し ます。

迷惑メ ールの詳
細

メ ールの送信者ア ド レス、 送信
日時、 件名、 迷惑 メ ールと判定
された理由が表示されます。

受信許可 受信許可リ ス ト に追加する場合
に選択し ます。

※チェックすると、「リカバリ」も

チェックされます。

リ カバリ 通常のメ ールボ ッ ク スに移動す
る場合に選択し ます。

 検索するには

「検索」 欄にキーワー ド を入力し て 「検索」 ボタ ンを
ク リ ッ クする と、 該当の一覧が表示されます。

 一覧の表示件数を変更するには

プルダ ウ ン メ ニ ュ ー で表示件数 を 選択す る と、 1
ページの最大表示件数を変更できます。
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3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ールのリ カバリ画面が表示されます。

 ページを切り替えるには

一覧の表示が複数ページになる場合、 一覧下中央の
ページ番号を ク リ ッ クする と、 表示内容がそのペー
ジのものに切り替わり ます。
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古いメ ールの管理
圧縮された古いメールをダウンロード した り、 削除した りする こ とができます。

古いメ ールの管理とは
メールサーバの負荷を軽減するため、 メールボッ クス内に残っている 3 ヶ月以上前のメールを月ご とに圧縮
し ます。

■圧縮のタ イ ミ ング
　  毎月第一日曜日

■圧縮の対象となる メール
　  メ ールボ ッ クス内に残っている 3 ヶ月以上前のメ ール

■圧縮の方法
　  月ご とに、 ZIP フ ァ イル形式で圧縮

古いメ ールの管理画面を表示する
圧縮された古いメールをダウンロード した り削除した りする画面は、 以下の方法で表示し ます。

1 利用者メ ニューを表示し、 「古いメールの管
理」 をク リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン
する」（P.22）

 

･ いったん圧縮された メ ールは、 メ ールボ ッ クスに戻すこ とはできません。
･ メ ールボ ッ クスの初期化を実行し た場合、 圧縮された古い メ ールも削除されます。
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2 古いメールの管理画面が表示されます。

圧縮された古いメ ールを ダウン ロ ー ド する

1 古いメールの管理画面を表示し、取得する期
間の 「ダウンロード」 ボタンをク リ ッ ク しま
す。

※古いメールの管理画面の表示方法→「古いメールの管理画
面を表示する」（P.167）

古い メ ールがダウンロー ド されます。

 

ダウンロー ド された ZIP 形式のフ ァ イルを解凍する
と、メ ールソ フ ト にイ ンポー ト 可能なEMI形式のフ ァ
イルに展開されます。
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圧縮された古いメ ールを削除する

1 古いメールの管理画面を表示し、削除する期
間の 「削除」 ボタンをク リ ッ ク します。

※古いメールの管理画面の表示方法→「古いメールの管理画

面を表示する」（P.167）

2 削除してよければ 「削除」 ボタンをク リ ッ ク
します。

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

古い メ ールの管理画面が表示されます。
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メ ールボ ッ クス修復ツール
メールボッ クスを修復し、 正常な状態に戻し ます。

メ ールボ ッ クスの修復
Web メールまたは IMAP を使用していてメールボッ クスで以下のよ う な現象が生じた場合に、 メールボッ ク
スの表示を正常な状態に戻し ます。

･ 受信箱や送信済みを選択し ても メ ールが表示されない
･ メ ールの大き さが 「0 KB」 と表示され、 削除できない

1 利用者メ ニューを表示し、 「メールボッ クス
の修復」 ボタンをク リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン
する」（P.22）

メ ールボ ッ クス修復ツール画面が表示されます。

2 「修復ツールの実行」 ボタンをク リ ッ ク し ま
す。

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

利用者メ ニューが表示されます。

 

メ ールボ ッ ク ス内のメ ール数によ っ て、 修復が完了
する までに時間がかかる こ とがあ り ます。 ただ し、
メ ールボ ッ クスの修復中も メ ールサービスは利用で
きます。

 

メ ールボ ッ ク スの修復中は、 利用者 メ ニ ュ ーでの
「メ ールボ ッ ク スの修復」 ボ タ ンの表示が 「メ ール
ボ ッ クス修復中」 に変わり ます。
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メ ールソフ ト の設定
アルフ ァ メール ２ のメールア ド レスは、普段ご利用のメールソ フ ト でも メールを送受信する こ とがで
きます。

メールソ フ ト を設定される際には、 下記の基本設定項目を参考に設定を行って く ださい。

基本設定項目

■受信メールサーバ

■送信メールサーバ

※ ご利用になるポー ト 番号が不明な場合は、 管理者にお問い合わせ く だ さい。
※IMAP のご利用上の注意やご利用方法につきま し ては、 会員サイ ト でご確認 く だ さい。

メールアカウン ト アルフ ァ メ ール ２ で作成し た メ ールア ド レス

メールパスワード アルフ ァ メ ール ２ で設定し た メ ールパスワー ド

サーバの種類 サーバ名 ポー ト 番号

POP3
経路暗号化な し pop. お客様の ド メ イ ン名 110

経路暗号化あり （POP over SSL） spop.alpha-mail.jp 995

IMAP
経路暗号化な し imap. お客様のド メ イ ン名 143

経路暗号化あり （IMAP over SSL） simap.alpha-mail.jp 993

サーバの種類 サーバ名 ポー ト 番号

SMTP
経路暗号化な し amsub. お客様のド メ イ ン名

25

587（サブ ミ ッ シ ョ ンポー ト ）

経路暗号化あり （SMTP over SSL） sauth.alpha-mail.jp 465

 各メールソフ ト の設定方法について

会員サイ ト で各メ ールソ フ ト の設定方法をご案内し ています。

https://www.alpha-mail.jp/support/first/mail/index.html

https://www.alpha-mail.jp/support/first/mail/index.html
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迷惑メ ール検知の設定
こ こでは、 アルフ ァ メール ２ で用意している 2 種類の迷惑メール検知機能について説明します。

迷惑メ ール検知とは
アルフ ァ メール ２ の利用者宛メールが迷惑メールかど うかを解析 ・ 検知し、 迷惑メールと判定した場合、 件
名の前に ［spam］ の文字列を追加する機能です。

※すべての迷惑メ ールの検知を保証する ものではあ り ません。 また、正常な メ ールを迷惑メ ールと し て検知する可能性が
あ り ます。

■基本サービス 「迷惑メール検知 （SpamAssassin）」
※解析 ・ 検知のシステムは、 SpamAssassin のシステムを採用し ています。

■オプシ ョ ンサービス 「迷惑メール検知 （シマンテ ッ ク）」
※解析 ・ 検知のシステムは、 シマンテ ッ ク社のシステムを採用し ています。
※両方の迷惑メ ール検知機能で迷惑メ ールと判定し た場合、 件名に付加される ［spam］ の文字列は 1 つです。
※アルフ ァ メ ール ２ コ ンパク ト では、 オプシ ョ ンサービスをご利用いただけません。

検知結果の利用方法
メールソ フ ト の仕分け機能、 またはアルフ ァ メール ２ の基本サービス 「迷惑メールフ ィ ルタ」 を利用する こ
とで迷惑メールを隔離する こ とができます。

 基本サービス 「迷惑メール検知 （SpamAssassin）」 の場合

本機能を有効とするかど うかは、 管理者によ って設定されます。 管理者が 「迷惑メ ール検知の設定」 で 「有効にす
る」 を設定し ている場合、 本機能が有効と な り、 迷惑メ ールの隔離が可能と な り ます。

メールソ フ ト の仕分け機能
【推奨】

迷惑メールフ ィ ルタ機能 メールの仕分け機能

動作 ・ 設定方法 メ ール仕分け機能 を 利用 し
て、件名に [spam] が含まれて
いる場合は、 特定のフ ォルダ
へ移動す る よ う に設定 し ま
す。
設定方法については、「メ ール
ソ フ ト の仕分け機能を利用す
る場合 　 － Outlook 2016 －」
（P.173） をご覧 く だ さい。

アルフ ァ メ ール ２ の迷惑 メ ー
ルフ ィ ルタ を利用し て、 件名
の先頭に [spam] がある場合は
迷惑 メ ールと判定するよ う に
設定し ます。
設定方法については、 「迷惑
メ ールフ ィ ルタ機能を利用す
る場合」 （P.176） を ご覧 く だ
さい。

アルフ ァ メ ール ２ の メ ール仕
分け機能を利用し て、 件名の
先頭に ［spam］ がある場合は
迷惑 メ ールと判定するよ う に
設定し ます。
設定方法については、「メ ール
の仕分け」 （P.153） を ご覧 く
だ さい。

メ リ ッ ト 誤検知 メ ールの確認が、 お客
様のコ ンピ ュータ上で簡単に
できます。

迷惑 メ ールは迷惑 メ ールボ ッ
ク スに隔離されるため、 通常
の メ ールボ ッ ク スで受信する
こ とはあ り ません。

迷惑 メ ールは迷惑 メ ールボ ッ
ク スに隔離されるため、 通常
の メ ールボ ッ ク スで受信する
こ とはあり ません。

注意点 迷惑 メ ールを含めた全 メ ール
を、 お客様のコ ンピ ュータ に
受信する必要があ り ます。

誤検知 メ ールが確認し に く く
な り ます。
迷惑 メ ール フ ィ ル タ で迷惑
メ ールと判定された メ ールは
迷惑 メ ールボ ッ ク スに隔離さ
れ、 一定期間後、 自動的に削
除されます。
迷惑 メ ールを確認する方法に
ついては、「迷惑メ ールボ ッ ク
スに隔離された メ ールを確認
する」 （P.165） を ご覧 く だ さ
い。

誤検知 メ ールが確認し に く く
な り ます。
仕分け機能で迷惑 メ ールと判
定された メ ールは迷惑 メ ール
ボ ッ ク スに隔離され、 一定期
間後、自動的に削除されます。
迷惑 メ ールを確認する方法に
ついては、「迷惑メ ールボ ッ ク
スに隔離された メ ールを確認
する」 （P.165） を ご覧 く だ さ
い。
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検知された迷惑メ ールを隔離する

メールソ フ ト の仕分け機能を利用する場合　 － Outlook 2016 －

1 Outlook を起動します。

2 「フ ァ イル」 をク リ ッ ク します。

3 「情報」 タブをク リ ッ ク し、「仕分けルールと
通知の管理」 をク リ ッ ク します。

仕分けルールと通知画面が表示されます。

4 「新しい仕分けルール」 をク リ ッ ク します。

自動仕分けウ ィ ザー ド画面が表示されます。
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5 「件名に特定の文字が含まれる メ ッセージを
フ ォルダ―に移動する」 を選択します。

6 「特定の文字」 をク リ ッ ク します。

文字の指定画面が表示されます。

7 文字を入力し、 「追加」 ボタンをク リ ッ ク し
て 「OK」 ボタンをク リ ッ ク します。

[件名]に含まれ
る文字

「[spam]」 と入力し ます。

※半角入力です。
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8 「指定」 をク リ ッ ク します。

仕分けルールと通知画面が表示されます。

9 「新規作成」 ボタンをク リ ッ ク します。

新しいフ ォルダーの作成画面が表示されます。

10必要事項を入力し、 「OK」 ボタンをク リ ッ ク
します。

仕分けルールと通知画面が表示されます。

11「OK」 ボタンをク リ ッ ク します。

自動仕分けウ ィ ザー ド画面が表示されます。

名前 「スパム メ ール」 と入力し ます。

フ ォルダ―を作
成する場所

フ ォルダ―を作成する場所を選
択し ます。
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12「完了」 ボタンをク リ ッ ク します。

仕分けルールと通知画面が表示されます。

13「適用」 ボタ ンを ク リ ッ ク し、 「OK」 ボタ ン
をク リ ッ ク します。

設定が有効にな り ます。

迷惑メ ールフ ィ ルタ機能を利用する場合

1 利用者メニューを表示し、「迷惑メール設定」
をク リ ッ ク します。

※利用者メニューの表示方法→「利用者メニューにログイン
する」（P.22）

迷惑メ ール設定画面が表示されます。

 

設定後、 迷惑メ ール検知機能で迷惑メ ールと判定さ
れた メ ールは、 自動的に 「スパム メ ール」 フ ォルダ
に隔離されます。
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2 「個別フ ィ ルタ」 の 「有効」 を選択し、 「スパ
ム保存期間 （日数）」 で日数を指定して 「保
存」 ボタンをク リ ッ ク します。

3 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ール設定画面が表示されます。

4 「迷惑メールフ ィ ルタ」 をク リ ッ ク します。

迷惑メ ールフ ィ ルタ画面が表示されます。
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5 「件名フ ィ ルタ」 をク リ ッ ク します。

件名フ ィ ルタ画面が表示されます。
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6 必要事項を入力し、 「保存」 ボタンをク リ ッ
ク します。

※入力制限について→「迷惑メールフィルタ」（P.218）

7 「閉じ る」 ボタンをク リ ッ ク します。

迷惑メ ールフ ィ ルタ画面が表示されます。

部分一致リ ス ト 「[spam]」 と入力し ます。

※半角入力です。

 

設定後、 迷惑メ ール検知機能で迷惑メ ールと判定さ
れた メ ールは、 自動的に迷惑 メ ールボ ッ ク スに隔離
されます。
隔離された迷惑 メ ールを確認する方法については、
「迷惑 メ ールボ ッ ク スに隔離 された メ ールを確認す
る」 （P.165） を参照し て く だ さい。

 

隔離さ れた迷惑 メ ールの リ ス ト は、 「サマ リ ー メ ー
ル」 と し て、 アルフ ァ メ ール ２ のメ ールア ド レスあ
てに 1 日に 1 回通知されます。

※サマリーメールの設定方法→「迷惑メールの処理を設定

する」（P.156）
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